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リヤの動きがでているのでHICOMPを1/2かけて確認。
予選で使ったタイヤで予選のタイムを上回って終了。

結果は16台抜きの11位で今年のレースを終えることが出来ました。

こちらの仕様はアジア選手権で走行したデータを元に進めていきました。

決勝を見据えて朝フリーではリヤのバネレートを100Nに上げてイニシャルを14ｍｍから10.5ｍｍへ。
予選は27番手で終了。

レースがスタートし、1周目は21番手。そこからほぼ毎LAP順位を一つずつ上げて11位争いグループの先頭でチェッカー！！
決勝はここから前後のTENを少し掛け、HICOMPを1/4に戻して決勝へ。

フロントのフワフワ感は感じなくなりました。

しかし落ち着きの無さが出てしまったので次の走行では、車高を3ｍｍから5ｍｍに上げて内向性（旋回性）を出して、S字コーナーでのスロットルを
閉じたときのフロントのふわふわ感を少なくするためフロントのイニシャルを9ｍｍから11ｍｍにしてCOMPは抜いたままTENを-13から-8へ。

一本目はフロントが高く感じるので減衰を抜いてみました。

手島選手ともども、ご協力いただいたスポンサー各社様、ＭｏｔｏＭａｐPチームを応援していただいた皆様に本当に感謝しています。

JSB同様事前テストは無かったのでぶっつけ本番です。
早いもので、もう最終戦鈴鹿ラウンドが始まります。

予選中にリヤのHICOMPを2回転抜いたところリヤの動きが出てきた。しかしパリっとした感じは消えてしまった。

ありがとうございました。

レーシングサプライ
畑中　健太郎

今年、手島選手はなかなか結果を残せませんでしたが、最後に意地と可能性を見せてくれました。

おかげさまで今年一年を無事に終えることが出来ました。
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